
　 身体拘束と は、 ミ ト ン・ 抑制帯・ ベッ ド 柵の過剰使用など、
　 患者様の行動を 制限する行為を 意味し ます。
　 当院では、 患者様の尊厳と 安全を 最優先に考え、
　 身体拘束を 行わない方針で診療を 行っ ており 、
　 原則「 身体拘束ゼロ」 を 実践し ています。

・ 抑制対策委員会の定例開催（ 1回/月） による他職種と の情報共有
・ 身体拘束最小化チームによる巡回の実施（ 身体拘束実施時は1回/週）
・ こ まめな訪室・ 観察
・ 環境調整（ 刺激を 減ら す・ 必要物品を 近く にする配慮等）
・ 低床ベッ ド や、 センサーマッ ト 等の導入
・ 不安や痛みへの早期対応
・ チュ ーブ類の違和感軽減
・ ご家族と の連携や理解
・ 患者様個人個人に合わせた対応の工夫
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当院では身体的拘束と 身体拘束は
同義と し ています。

 直近3か月間の入院料算定日数

　 　 3か月身体的拘束日数：  0日（ 0件）

　　（北区まちづくりキャラクター ぽっぴぃ）
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  病院長 兼 抑制対策委員長　 伴　 紀宏

直近3か月間の入院料算定日数のう ち、 身体的拘束を実施し た日数
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  直近3か月間の入院料算定日数 
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当院の「身体拘束ゼロ」の取り組みについ

身体拘束を最小化にする為の、
当院の取り組み

2年連続0件！

身体拘束ゼロは、患者様を大切にす
る
医療を実現するための取り組みです。

抑制年間件数報告 直近3か月の身体拘束の実施日数

厚生労働省が定める身体的拘束最小化推進体制加算の
身体的拘束の実施割合 直近3か月 3%以下（※初年度は5%以下）

計算式

身体的拘束
の実施割合

実績に当てはめます

身体的拘束
の実施割合

身体的拘束割合 0%継続中

計算式

※当院では障害者施設等入院基本料と
療養病棟入院基本料が対象入院料になりま

障害者施設等入院基本料： 5,180日
療養病棟入院基本料 :16,012日

集計作業の為、更新は
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